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日常生活における住民の外部被ばく線量を予測する
－現地での線量調査に基づく被ばく線量評価モデルの開発－
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東京電力福島第一原子力発電所事故の影響を受けた
地域では、地表等へ沈着した放射性物質によって外部被
ばくが生じていることが知られています。この経路から
の被ばく線量を評価するためには、空間線量率の違いに
応じて住民の生活行動の場所を区分し、それらの場所で
の滞在時間と、その場所の空間線量率を明らかにする必
要があります。

本研究では、住民の生活行動を、木造屋内・コンクリー
ト屋内・屋外に区分して、各場所での滞在時間を調査し
ました。また、木造屋内において、屋外に比べてどのくら
い被ばくが低減されるのかを実測して調べるため、調査
協力者の自宅を訪問して、家の中と外の空間線量率を実
測して比較しました。さらに、調査協力者に外部被ばく線
量を測定するための個人線量計を配布し、どのくらいの
放射線を被ばくしているのかを実際に測定してみました。

調査の結果、木造屋内・コンクリート屋内・屋外に
おける屋内作業者と屋外作業者の 1 日当たりの平均滞
在時間と、木造家屋の被ばく低減係数を評価することが
できました。これらの結果をまとめて表1-2に示します。
なお、木造屋内での被ばく低減係数は、屋外の地表から
高さ 1 m と屋内の床から高さ 1 m での空間線量率の比
として定義しました。

この結果、屋内外で測定される空間線量率は除染に
よって低減されるものの、それらの比で表される被ばく 
低減係数は、福島市内の除染がおおむね完了した 2015
年以降、除染前よりも大きくなることが分かりました。 
これは、除染を行うと、遠方の線源や被覆された線源の 
寄与が大きくなることが原因だと考えられます。図1-35 
に示すように、これらの線源からの放射線は、地表面上の 
障害物や被覆物（土壌等）によって遮へいされ、遮へい
の効果は、線源からの入射角度が大きくなるほど小さく、

測定点の高さが高いほど線量率が高くなることになり 
ます。このため、除染が行われた場合、屋内の床から 1 m 
のほうが（屋外の地表から高さ 1 m よりも高い地点と
なるので）空間線量率が下がりにくく、これらの空間線
量率の比として定義される被ばく低減係数は、除染後に
大きくなったと考えられます。

また、表 1-2 の結果を用いて住民の被ばく線量を評
価しました。被ばく線量は、木造屋内・コンクリート屋
内・屋外の空間線量率と滞在時間を乗ずることで計算で
き、各場所の空間線量率は、屋外のモニタリング結果に
被ばく低減係数を乗ずることで算出しました。

被ばく線量の評価結果を図 1-36 に示します。この図
には、現地調査で得られた実測値と、国際的に最もよく
知られた国連科学委員会（UNSCEAR）の評価結果も併
せて示しています。この結果から、第一に、表 1-2 に示
した滞在時間と被ばく低減係数で評価した個人線量は、
実測値をよく再現しており、その妥当性を検証すること
ができました。第二に、UNSCEAR による事故後 1 年
目の評価結果は過小評価である可能性が示唆されまし
た。これは、UNSCEAR の評価において木造家屋の被
ばく低減係数に 0.15 という値を利用しているためです。
第三に、国の長期的な線量の目標値である 1 mSv/年 
と比較すると、事故後 8 年目の福島市において、今回
の実測及び評価結果の範囲では、屋内作業者及び屋外作
業者のいずれもこの基準を上回る住民はいないことを確
認することができました。
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図1-35　除染による家屋周辺の線源分布の変化
家屋の除染を行うと、①家屋から遠方の線源と、②覆土等で
被覆された線源からの寄与が大きくなります。

図1-36　本研究の評価結果、実測値及びUNSCEARとの比較
本研究での評価結果（■）は、実測値（■）と一致しており、本
研究で開発した評価方法の妥当性を検証することができました。

表 1-2　一日当たりの平均滞在時間と被ばく低減係数＊1
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一日当たりの平均滞在時間（h）
屋内作業者（N=273） 屋外作業者（N=324）

木造屋内 17.2 ± 1.5 15.8 ± 2.1
コンクリート屋内 6.1 ± 0.6 0.9 ± 0.7
屋外 0.7 ± 0.5 7.3 ± 2.7

被ばく低減係数
木造屋内 	 0.28 ± 0.02	（2011 年～ 2014 年）

	 0.36 ± 0.07	（2015 年以降）
コンクリート屋内 	 ＊2	0.14 ～ 0.18	
＊1 本表の内容は福島市内での現地調査に基づいて評価した結果です。
＊2 コンクリート屋内に対する値は、本文末に示す文献値を使用しています。


